
　

初
め
て
の
笠
間
市
主
催
に
よ
る
6

日
間
の
養
成
講
習
会
を
終
了
し
、
新

た
に
8
名
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
3
級
指
導
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
市
内
で
は
66
か
所
の
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
教
室
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

約
1
2
0
名
の
2
級
・
3
級
の
指
導

士
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ
と
り
で
も
」

で
き
、
介
護
予
防
に
役
立
つ
体
操
で

す
。

初
の
笠
間
市
主
催
養
成
講
習
会
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
3
級
指
導
士
誕
生
！

3級指導士の皆さん

2
21

講演する鎌田實さん

　

市
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
、
だ
れ
も
が
健
康
で
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
）

　

今
回
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
て
い
る
鎌か

ま
た田 

實み
の
るさ

ん
（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）
に
よ
る
、「
市
民
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
先
生
は
、「
人
生
を
最
後
ま
で
自
分
の
力
で
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
外
に
出
て
話
す
こ
と
」
と
語
り
、
地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
大

切
さ
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

3
8

　

県
指
定
天
然
記
念
物
「
稲
田
禅
房

の
お
葉
付
イ
チ
ョ
ウ
」
の
所
有
者　

宗
教
法
人
西
念
寺
に
文
化
財
保
護
活

動
に
お
け
る
茨
城
県
教
育
委
員
会
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

所
有
者
と
し
て
、
天
然
記
念
物
に

対
す
る
高
い
見
識
を
基
に
、
多
年
に

わ
た
り
同
記
念
物
の
保
護
お
よ
び
活

用
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

西念寺住職　稲
い な だ

田 真
しんじょう

乗さんご夫妻

西
念
寺
に

茨
城
県
教
育
委
員
会
感
謝
状

1
22

小薬正男さん

　

笠
間
中
学
校
の
親
子
研
修
と
し
て
、
小こ

ぐ
す
り薬

正ま
さ
お男

さ
ん
（
株
式
会
社
丸
正
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
薬
さ
ん
は
笠
間
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
15
歳

の
時
に
東
京
浅
草
の
ベ
ル
ト
工
場
に
丁で

っ
ち
ぼ
う
こ
う

稚
奉
公

し
、
現
在
は
、
革
製
品
を
扱
う
会
社
を
経
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
対
し
、「
常
に
冒
険
心
、
好
奇
心
を

旺
盛
に
も
っ

て
、
外
向
き
行

動
し
、
今
あ
る

幸
せ
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。」

と
熱
く
語
り
か

け
ま
し
た
。 壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、

真
摯
に
向
き
合
え

2
20

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
や
施
工
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
エ
イ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
か
ら
、
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㈱
エ
イ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
を
、
被

災
地
に
送
る
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
は
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
推
進

の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

動
物
愛
護
の

活
動
の
た
め
に

3
12

㈱エイジー・ジャパンの藤崎さん
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灘波 猛さん

　

安
心
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
魅
力
あ

る
農
業
に
取
り
組
む
、
笠
間
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
農

業
関
係
者
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱ 

ア
グ

リ
バ
イ
オ
事
業
部 

農
業
支
援
室
の

灘な
ん
ば波 

猛た
け
し

さ
ん
が
講
演
を
行
い
、「
モ

ノ
を
作
る
と
い
う
意
味
で
は
、
農
業

も
車
も
同
じ
。
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
す
る
こ
と
で
管
理
を
容
易
に
し
、

作
業
者
の
負
担
軽
減
や
無
駄
を
な
く

す
こ
と
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
。」と
、

効
率
的
な
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

自
動
車
生
産
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を

農
業
の
現
場
に

生
か
す

2
21

笠間市長賞「Join forces～可能性の力～」
（筑波研究学園専門学校）

　

日
本
の
建
築
文
化
の
向
上
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
茨
城
学
生
建
築
展
」
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
5
回
を
迎
え
た
建
築
展
に
は
、大
学
、

専
門
学
校
、
高
校
か
ら
総
数
36
点
の
応
募

が
あ
り
、
市
長
賞
を
始
め
10
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 建

築
士
へ
の
登
竜
門

2
24

走りの指導を受ける成瀬くん
（友部二中）

表敬訪問された皆さん

　

3
月
6
日
（
水
）
～
10
日
（
日
）
に
エ

チ
オ
ピ
ア
陸
上
競
技
連
盟
の
デ
ラ
ル
ツ
・

ツ
ル
会
長
が
来
日
し
、
櫻
田
オ
リ
パ
ラ
大

臣
、
鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
、
大
井
川
知

事
と
面
会
さ
れ
、
8
日
（
金
）
に
笠
間
市

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

9
日
（
土
）
に
は
、
市
内
中
学
生
を
対

象
と
し
た
陸
上
競
技
教
室
の
特
別
講
師
を

務
め
る
な
ど
、
日
本
と
茨
城
県
、
そ
し
て

笠
間
市
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
内
中
学
生
を
中
心
と
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
強
化
を
目
的
に
、
エ
チ

オ
ピ
ア
と
の
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

エ
チ
オ
ピ
ア
陸
連

ツ
ル
会
長
　
来
日

3
6 10~

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
、
安
全
に
登
校

で
き
る
よ
う
に
と
祈
り
を
込
め
て
、
J
A

常
陸
か
ら
市
内
の
新
小
学
1
年
生
6
0
2

名
に
黄
色
の
交
通
安
全
帽
子
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不

慣
れ
な
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
を

目
的
に
、
昭
和
51
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
て
、
角
田
常
務
理
事
は
「
黄
色
は
と

て
も
目
立
つ
の
で
、
子
ど
も
の
存
在
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
笠
間
地

区
交
通
安
全
協
会
よ
り
、
黄
色
い
傘
が
笠

間
市
交
通
安
全
母
の
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に

3
11

左から、今泉教育長、角田さん
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